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腐朽源ユニット除去後の様子
37
京都 旭川
最大荷重評価（腐朽）
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39
1. 木材の生物劣化（虫害と腐朽）
2. 被害と強度特性
3. 今後の課題
40
木質構造の劣化原因
伝統建築の場合
• 住み手の長期間放置
• 維持管理体制の崩壊
（メンテナンスの問題）
• 建物改修による環境の悪化
（床下の断熱・水回りの変化）
41具体的な事例
床上げによる閉鎖空間
土台敷き
断熱材土壌までおりた土壁
42
伝統木造のための
３要因対策（施工）
• （狭義の）現場での劣化対策
１．銅板（防腐）、蟻返し（防蟻）・・・
２．化学薬剤
土壌処理、木部塗布や穿孔注入
３．ケミカルフリー（非化学薬剤）
粒子、メッシュ金網・・・
●劣化因子に暴露された時の対応から
暴露されないような方法へ
＞大工・工務店が対応する技術
ケミカルフリー工法
物理バリア実験施工事例
モルタル仕上げ粒子バリア施工
44
維持管理（究極の劣化対策）
• 維持管理の主体は所有者・管理者
• 定期的な点検と補修
早期発見・早期処置による負担軽減
建て方が長期的に施主と関る体制が必要
• 点検しやすい・
補修しやすい構造と材料
＞設計・仕様への反映
散らかったから片付けるのではない
散らからないように片付ける
45
今後の課題
• 材料強度への落とし込み
• 建物の解析などに落とし込むための材
料と接合残存耐力の評価
• 補強時の残存性能の評価
–耐力の低下の度合いを検定する方法の確立
• ヘルスモニタリング手法の確立？
46
おわり
ご清聴ありがとうございました。
